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生
体
信
号
や
人
間
行
動
の
解
析
か
ら
、

人
間
を
モ
デ
ル
化
し
、
人
間
へ
の
理
解
を
深
め
る
研
究

板
倉 
研
究
室

研
究
概
要

生
体
工
学
・
人
間
工
学
を
駆
使
し

て
生
体
機
能
や
人
間
行
動
な
ど
の

仕
組
み
を
解
明
す
る

当
研
究
室
で
は
、
生
体
工
学
、
人
間

工
学
を
駆
使
し
て
、
生
体
機
能
や
人
間

行
動
な
ど
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
研
究

と
し
て
、
筋
電
図
の
波
形
解
析
に
よ
る

筋
収
縮
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
筋
線
維
組
成
の

解
明
、
人
間
の
視
線
や
脳
波
の
特
性
を

利
用
し
た
入
力
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、
道

路
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
な
ど
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

筋
収
縮
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
方
法
を

確
立筋

電
図
か
ら
伝
播
波
だ
け
を
抽
出
す

る
当
研
究
室
が
開
発
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
筋
肉
の
疲
労

や
収
縮
す
る
力
の
変
化
に
よ
り
、
伝
播

波
の
速
度
や
振
幅
も
変
化
す
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
、
異
種
類
の
さ
ま
ざ
ま
な
筋

線
維
が
働
く
複
雑
な
筋
収
縮
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

視
線
入
力
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
「E

ye 

G
esture

入
力
」「E

ye G
lance

入
力
」
を
開
発

目（
視
線
）を
入
力
手
段
と
す
る
視
線

入
力
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
、
注
視

し
た
文
字
が
入
力
さ
れ
る「Eye G

aze

（
注
視
）入
力
」の
研
究
は
既
に
多
数
存

在
す
る
。
し
か
し
、
頭
が
動
く
と
注
視

位
置
の
特
定
が
難
し
く
、「Eye G

aze

を
見
る
時
の
目
の
動
き
の
組
み
合
わ
せ

を
利
用
す
る
。
実
際
に
開
発
し
た「Eye 

G
lance

入
力
」
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
は
、

特
別
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
画
面
に
よ

り
、
４
方
向
の「Eye G

lance

入
力
」

だ
け
で
、
20
文
字
分
を
入
力
で
き
る
。

Ｖ
Ｅ
Ｐ
を
活
用
し
た
脳
波
入
力
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
の
研
究

人
間
は
点
滅
刺
激
を
見
る
と
、
そ
の

刺
激
に
特
有
な
Ｖ
Ｅ
Ｐ（Visual 

Evoked Potentials

：
視
覚
誘
発
電

位
）
が
発
生
す
る
。
そ
の
特
有
な
Ｖ
Ｅ

Ｐ
と
点
滅
刺
激
を
利
用
す
る
と
、
人
間

が
見
て
い
る
対
象
を
特
定
で
き
る
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
が
実
現
す
る
。
こ
れ
が
Ｖ

Ｅ
Ｐ
を
活
用
し
た
脳
波
入
力
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
だ
。
当
研
究
室
で
は
、
周
波

数
３
Hz
以
上
の
点
滅
刺
激
を
使
う
Ｓ
Ｓ

Ｖ
Ｅ
Ｐ（Steady-State VEP

：
定
常

入
力
」
で
は
、
頭
を
固
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
当
研
究
室
で
は
目
の
移
動

方
向
の
組
み
合
わ
せ
で
入
力
を
行
う

「Eye G
esture

入
力
」
を
開
発
し
た
。

こ
れ
を
使
え
ば
、
注
視
位
置
を
特
定
す

る
必
要
が
な
い
た
め
、
頭
を
動
か
し
て

も
ま
っ
た
く
問
題
な
い
。

こ
れ
を
さ
ら
に
改
良
し
て
、
チ
ラ
ッ

と
物
を
見
る
時
の
目
の
動
き
を
使
っ
た

「Eye G
lance

入
力
」
も
開
発
し
た
。

「Eye G
lance

入
力
」は「Eye G

esture

入
力
」の
さ
ま
ざ
ま
な
目
の
動
か
し
方

の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
、
チ
ラ
ッ
と
物
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的
Ｖ
Ｅ
Ｐ
）
と
、
周
波
数
３
Hz
以
下
の

点
滅
刺
激
を
使
う
Ｔ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
Ｐ

（transient VEP

：
遷
移
的
Ｖ
Ｅ
Ｐ
）

の
両
方
を
活
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
だ
。

道
路
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
開
発

当
研
究
室
は
、
本
多（
中
二
）研
究
室

と
の
共
同
研
究
で
、
道
路
交
通
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
の
研
究
開
発
も
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
追
従
運
転
、
右
左
折
運

転
、
追
越
し
運
転
な
ど
、
運
転
動
作（
論

理
）
を
多
数
の
種
類
に
分
類
・
モ
デ
ル

化
し
、
そ
の
運
転
論
理
を
組
み
込
ん
だ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｍ
）を
開

発
し
た
。
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｍ
は
、
信

号
機
メ
ー
カ
ー
京
三
製
作
所
に
お
い
て

信
号
機
評
価
に
使
わ
れ
て
い
る
。
当
研

究
室
で
は
、
人
間
行
動
の
モ
デ
ル
化
も

人
間
を
理
解
す
る
た
め
の
研
究
と
捉

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
転
行
動
を
モ
デ
ル

化
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
組
み
込
む
研

究
を
長
年
行
っ
て
い
る
。

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

新
し
い
試
み
で
新
し
い
こ
と
を
発

見
す
る

当
研
究
室
で
は
、
既
存
の
考
え
方
に

と
ら
わ
れ
ず
新
し
い
試
み
で
新
し
い
こ

と
を
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
例
え
ば
、
従
来
の
筋
電
図
研
究

で
は
単
純
な
積
分
解
析
や
周
波
数
解
析

し
か
使
用
し
な
か
っ
た
た
め
、
詳
細
な

筋
収
縮
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
推
測
に
は
限
界

が
あ
っ
た
が
、「
伝
播
波
検
出
法
」を
開

発
し
た
。
こ
れ
は
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
定

理
で
使
用
さ
れ
る
波
形
補
間
方
法
を
活

用
し
、
相
似
比
、
振
幅
比
、
波
長
比
パ

ラ
メ
ー
タ
を
使
っ
て
、
伝
播
波
を
検
出

す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
だ
。
こ
れ
を
使
う

こ
と
で
、
詳
細
な
筋
収
縮
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
推
測
が
可
能
に
な
っ
た
。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
独
自
の
発

想
、
実
証
実
験

脳
波
入
力
で
使
わ
れ
る
Ｔ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
Ｐ

で
は
、
視
覚
誘
発
成
分
を
明
瞭
に
す
る

た
め
、
刺
激
後
３
０
０
ミ
リ
秒
程
度
の

波
形
を
繰
り
返
し
計
測
し
、
加
算
平
均

す
る
こ
と
が
必
須
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
周
波
数
３
Hz
以
下（
間
隔
３
０
０

ミ
リ
秒
以
上
）
の
点
滅
刺
激
を
使
う
こ

と
が
当
然
の
既
成
概
念
で
あ
り
、
多
数

（
30
程
度
）
の
波
形
を
繰
り
返
し
計
測

し
、
加
算
平
均
す
る
の
で
、
計
測
に
10

る
デ
ザ
イ
ン
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
も

応
用
で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

小
さ
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
関
す
る
主
流

の
デ
ザ
イ
ン
に
な
る
こ
と
が
将
来
的
に

期
待
さ
れ
る
。

筋
電
図
の
伝
播
波
解
析
シ
ス
テ
ム
を

応
用
し
、
筋
ト
レ
に
役
立
て
た
い

他
に
も
、
筋
電
図
の
伝
播
波
解
析
シ

ス
テ
ム
を
実
際
の
製
品
に
応
用
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
当
研
究
室
の
伝

播
波
解
析
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
れ
ば
、

筋
肉
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
客
観

的
に
判
断
で
き
る
の
で
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
に
応
用
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
効
果
を
簡
単
に
知
る
こ
と
の
で
き

る
製
品
と
し
て
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

秒
程
度
か
か
っ
て
い
た
。
当
研
究
室
で

は
こ
の
既
成
概
念
に
固
執
せ
ず
、
よ
り

短
い
刺
激
間
隔
の
点
滅
刺
激
で
実
験
し

た
結
果
、
周
波
数
15 

Hz
程
度
ま
で
の
点

滅
刺
激
が
使
え
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
計
測
を
２
秒
程
度
ま
で

短
縮
さ
せ
た
。

今
後
の
展
開

視
線
入
力
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

「E
ye G

lance

入
力
」
を
実
用

化
し
た
い

板
倉
は
、
生
体
情
報
利
用
に
は
実
用

性
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
非
接
触
な「Eye G

lance

入
力
」

は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
不
必
要
で
、
小

型
、
安
価
、
安
全
な
装
置
を
使
用
し
た
。

さ
ら
に
、
４
方
向
の「Eye G

lance

入

力
」
だ
け
で
多
数
の
文
字
入
力
が
で
き

眼電図を用いたEye Glance入力

カメラを用いたEye Glance入力

筋電図の伝播波解析システム


